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【目的】
　ラグビーワールドカップ２０１９™が本市で開催されることを踏まえ、社会実験として自転
車シェアリング事業を実施し、熊谷駅周辺における短距離移動の利便性及び回遊性の向上に
より、来街者をまちなかへ誘導することでまちなかの活性化を図ります。
【内容】
・サイクルステーション及び配置台数　全５０台（１００台）
　※カッコ内はラグビーワールドカップ２０１９大会開催期間の配置台数
　 ①熊谷駅サイクルステーション（熊谷市立熊谷駅自転車駐車場内）　３０台（７０台）
　 ②熊谷市役所サイクルステーション　　　１０台（２０台）
　 ③八木橋サイクルステーション　　　　　１０台（１０台）
・利用料金表（クレジットカード支払い）　50円/20分又は1,500円/月
　　　　　　（現金支払い）　回数券2～5回　100円～200円又は当日使い放題　700円/日
・貸出時間　午前７時から午後８時まで
　※返却は２４時間可能、ただし「熊谷駅サイクルステーション」は午前２時から午前４時
３０分までは不可
【効果】
　中心市街地には歴史的な寺社のほか本市の夏の名物「雪くま」、熊谷産の小麦を使用した
「熊谷うどん」や「熊谷うまいもんカップ」にエントリーした魅力的なグルメ店舗があり、
これらを回る観光や買い物、ビジネス利用時において、手軽で便利な自転車を利用すること
で、回遊性の向上により中心市街地の活性化を図ります。

(特徴)
①スマートフォンアプリを登録し会員登録することで、スマートキーに表示されたＱＲコー
ドを読み取るだけで解錠し利用開始できます。返却は、自転車の鍵を回してアプリの返却ボ
タンを押すだけです。
②熊谷駅サイクルステーションに設置した路上端末機で現金や電子マネーに対応します。
(ＰＲポイント)
　熊谷市文化財・観光ガイドナビアプリ「くまここ」と連動し１日料金プランを設定するこ
とで、まちなかの店舗を回るだけでなく、市内全域の史跡等を回る観光にも利用でき本市の
魅力を何倍も楽しんでいただけます。

・運営主体（株）まちづくり熊谷　・運営事業者　株式会社ペダル
・オープンセレモニー　５月３１日（金）１３：３０から　八木橋サイクルステーション
・県内事例（さいたま市、川越市、朝霞市に次いで４番目）

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

商工業振興課　高荷、野辺

048-524-1111　内線309

熊谷市
記者クラブ取材情報

令和元年６月１日（土）から令和２年５月３１日（日）まで

「自転車シェアリング事業」　　　　50円から楽しめる！
　どのサイクルステーションでも貸出・返却可能なレンタサイクル

令和元年５月３０日発表
担当課：商工業振興課








